


[bookmark: _GoBack]（第１３号書式）
分割返済予定表
年　　月　　日
日 本 銀 行　御中（印）



	



	










　下記１．の証書貸付債権について、貸付人　　　　　　　　　　は、下記２．のとおり分割返済を行う予定です。なお、下記２．の内容が変更される場合には、改めて変更後の返済の予定をご連絡します。
記
１．証書貸付債権の内容
	証書貸付
債権証書
番    号
	債　務　者
	契約締結日
	貸　付　日
	最終返済期日
	元　本　額
	残存元本額

	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	兆
	拾億
	百万
	千
	円
	兆
	拾億
	百万
	千
	円


２．分割返済予定
	返　　済　　予　　定
	返　　済　　予　　定
	返　　済　　予　　定

	返済予定
年 月 日
	返済予定
金    額
	残存元本額
	返済予定
年 月 日
	返済予定
金    額
	残存元本額
	返済予定
年 月 日
	返済予定
金    額
	残存元本額

	　
	　
	　
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


以　上


（注意）
１．エージェントの頭取、社長もしくは理事長等またはその代理人が記名なつ印または署名する。
２．日本銀行に証書貸付債権を担保として差入れることを予定している貸付人毎に作成する。
３．変更契約が締結されている場合には、記書き１．の表において、変更契約締結日を契約締結日の上に括弧書きする。
４．記書き１．の表の貸付日欄には、証書貸付債権証書に記載された当初貸付日を記入する。なお、証書貸付債権証書上に貸付日が記載されていない場合には、債務者が貸付金を受領したことを証明するために証書貸付債権証書に添付した領収証書の日付または証書貸付債権元金受領確認書の受領日を記入する。
５．記書き１．の表の最終返済期日欄には、証書貸付債権証書に記載された最終返済期日を記入する。
６．記書き１．の表の元本額欄には、分割返済予定表を作成する対象となる貸付人の融資額を記入する。
７．記書き１．の表の残存元本額欄には、分割返済予定表の作成日時点における６．の貸付人の融資残高を記入する。
８．外貨建証書貸付債権の場合には、記書き１．の表の元本額および残存元本額を米ドル単位で記入し、書式中の「円」を「米ドル」と修正のうえ使用する。
９．記書き２．の表には、６．の貸付人が受ける返済の予定を記載する。また、当該表においては、行数を適宜、増減することができる。
１０．本書式は両面印刷のうえ使用する。２葉以上にわたる場合は本予定表と契印し連続の表示をしてとじまとめる。



